
森山:英 語学習法を模索して 59

英語学習法を模索 して

森 山 宏 美*

GropingforaMethodoflearningEnglish

HlrOI111MORIYAMA

t

1.は じめに

英語教育は、時代の流れと共に変遷 して来た。特に教育改革が進められている今この時期に、

これからの英語教育が新たな出発をする事が、更に充実 し発展する上で重要なのではないだろ

うか。

よって、筆者は本試論で、現在の日本人英語学習者にどのような学習方法が可能かという点

に視点を置 き、下記の点の考察を試みたいと思 う。

(1)か っての外国の英語学習方法の変遷。

(2)何 故殆どの外国の英語学習方法が日本で定着 して来なかったのか。

(3)日 本人のための英語学習方法を考察するに当たって、その基盤 と共通認識の確認。

(4)日 本人の英語学習者の変貌とその特質の再検討。

(5)前 述の(1)から(4)の点を考慮 した試行的実践とその結果、及び学習者の反応。

II.こ れまでの英語学習方法の変遷

従来、殆 どの英語教授法は、習慣形式 を重視 した 「経験主義」 と、音韻 や文 法体 系の意識 的、

意 図的 な認知学習 を中心 とす る考 え方 に基 づ く 「理性主義」の いずれ かに属す るものであ った

1)
。 と ころが、1970年 代 に入 って 、 これ まで教授者 の側 にあ った視 座 を、全 く反 対側 の学 習者

のそ れ に転換 す る考 え方 が現 わ れ た。 そ れ が 、SilentWay,2)CommunityLanguage

Leaming,3)Suggestopedia,4)で あ った。 これ ら所謂HumanisticApproach5)に 属 す る教授 法

の学生 と教 師の姿 勢は、表1に 示 され てい る(左 側 は"HumanisticApproacバ セこ共通す る特

徴 を学習者 と教授 者の項 目に分け て示 してい る。右側は"そ の他 の教授法"に 見 られ る特徴 を

示 してい る。)ような特徴を有 して いる6)。
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(表1)Students ρ
1.Ihopetofindthestudentsinvolvedin

whatevertheyaredoing,contributingtoit

andgettingsatisfactionfromitonmany

levelsofpersonality.

2.Ihopetofindthestudentscomfortable

andrelaxed,eveninthemidstofintense

intellectualactivityorvigorousargument.

3.Ihopetofindthatthestudentsare

listeningtooneanother,andnot)ustto

theteacher.Ialsohopethattheywillbe

gettinghelpandcorrectionfromoneanother,

andnotjustfromtheteacher.

1.Thatistosay,Ihopenottofindthem

concentrating:onmerelycomingupwith

correctresponses{eveninastructuredrill),

orongrindingoutcorrectsentencesorfree

conversationsjustforthesakeofgrinding

outcorrectsentencesorfreeconversations.

2.(a)Thisdoesnotmeanthattheyare

loafingonthejob.Infact,studentswho

arereallycomfortablewithwhattheyare

doingarelesslikelytoloaf.

(b)Thisalsomeansthatthestudentsarenot

apprehensivethattheywillbepunishedif

theyfailtoliveuptotheteacher'sexpecta

tions.

3.Thismeansthatthestudentsarenot

likeseparatelampspluggedintoasingle

powersupply,insuchawaythatthepower

usedbyonediminishesthevoltageavailable

totherest.

Teacher.

4.Theteacherisingeneralcontrolof

whatisgoingon.

5.Theteacherallows/encourages/requires

originalityfromstudents,whetherinindividual

sentences,orinlargerunitsofactivity,or

inchoiceamongarangeoftechniques.

6.Oneofthefirst・thingsInoticeiswhether

theteacherseemsrelaxedandmatter-of-fact

invoice'andinmanner,.givinginformation

abouttheappropriatenessorcorrectnessof

whatthestudentsdo,rather,thancriticizing

orpraisingthem.

4.Thisdoesnotmeanthateverythingthe

studentsdocomesas・adirectresponsetoa

specificcuefrom`theteacher.

5.Thisdoesnotmeananarchyorchaos.

6.Theteacherdoesnot,eitherbyword

orbyunspokenmessage,saytostudents,

"Nowalwaysremember…
,""Youshouldn't

haveforgotten…,""Youareagood/poor

student,"or"Nowtrytodothissothat

Imayjudgeyouonit."
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ほ ぼ 時 を 同 じ く して 、(vanEk)、(D.A.Wilkins')を 中 心 と して 開 催 さ れ た 外 国 語 教

育 関 係 者 ら の シ ソ ポ ジ ウ ム の 議 論 が 発 端 と な っ た"Functional-NotionalSyllabus"を 主 軸 と

す る意 思 伝 達 の た め のy"r一 法 ‐CommunicativeApproach')が 、 新 た 醍 案 さ 批 の で あ っ

た 。 こ の 方 法 の 基 本 的 な 考 え 方 は 、 こ れ ま で の"grammaticalsyllabus'"の 偏 重 を 反 省 し

"li
㎎uisticcompetence"よ り も"CommunicativeCompetence"に 重 点 を 置 き 、 概 念(notion

=whatwetalkabout)と 機 能(function=whatwetalkfor)を 中 心 と し た 新 た な

"Syllabus"偏 成 に 基 づ い て
、 学 習 過 程 に 実 際 的 なCommunicationに 近 い 言 語 活 動 を 導 入 し

よ う とす る 画 期 的 な 試 み で あ っ た 。

そ し て 、 こ の 動 き が 盛 り上 が り を 見 せ る 中 、 さ ら に 現 実 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ への 接 近 に 挑

戦 す る一 つ の 波 と し て 、1983年S.D.Krashenを 中 心 に"NaturalApproach"8)が 提 唱 さ れ る

に 至 っ た 。 そ の 考 え 方 の 中 心 と な る も の は 、

(1)Acquisition-LearningHypothesis.Thebasicorganizationofthesecond

languagecourseisaccordingtotheacquisition-learningdistinction.Mostof

theclassroomtimeisspentonactivitieswhichfosteracquisition;learning

exercisesareimportantincertaincases,butalwaysplayamoreperipheralrole.

(2)TheNaturalorder-Hypothesis.Byallowingstudenterrorstooccurwithout

undueemphasisonerrorcorrection,theNaturalApproachteacherallowsthe

naturalordertotakeitscourse.Thereisnoexpectationthatstudentswill

performlateacquireditemscorrectlyinearlystagesofsecondlanguageacquisition.

AteacherofEnglishasasecondlanguage,forexample,willnotexpectfull

correctnessforthethirdpersonsingular-sforverbs(averylateacquireditem)

intheirstudents'speech,norwillinstructorsofRomancelanguagesexpect

studentstoapplyrulesofgenderagreementinthenounphraseaccuratelyand

efficientlyexceptinsituationsofeasyMonitoring.

(3)TheMonitorHypothesis.TheNaturalApproachencouragesappropriateand

optimalMonitoruse.Studentsareexpectedtousetheconsciousgrammar

whentheyhavetime,whenthefocusisonform,andwhentheyknowthe

rule.Thisoccursmostlyinwrittenwork,inpreparedspeech,oronhomework

assignments.Theyarenotexpectedto・applyrulesconsciouslyintheoral

communicativeactivitiesoftheclassroom.

(4)TheInputHypothesis.Theclassroomisthesourceofinputfortheユanguage

students,aplacewheretheycanobtainthecomprehensibleinputnecessaryfor

languageacquisition.TheNaturalApproachisconsistentwithlanguage

acquisitiontheoryinthatitputsinputinacentralplaceinthecurriculum.

(5)TheAffectiveFilterHypothesis.Probablynomethodwillbetotallysuccessful

ineliminatingtheaffectivefilter.TheNaturalapproachaimstobringitdown

toaslowalevelaspossiblebytakingthestudent"offthedefensive"and

loweringtheanxietyleveloftheacquisitionsituation.9)

と い った も の で あ り、 具 体 例 と してT.P.R.(TotalPhysicalResponse)10)を 取 り上 げ て い る。Self

AccessLearning11)も 下 火 に な っ た 今 日 、 英 語 教 育 は 結 局S.L.A.(SecondLanguage

Acquisition)に お け る 限 り な いproficiencyの 追 求 が 、TEFL(TeachingEnglishasa

ForeignLanguage)の 目標 だ と す る 厳 しい 試 練 の 苦 境 に 登 りつ め て い る と言 う こ と が で き よ う。
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以上が、これまでの欧米に於ける主たる英語教授法の動向を示すものである。

III.何故、殆どの外国の英語教授法が定着 して来なかったか

我が国の英語教育の歩みを振 り返って見て、さまざまな教授法が浮かんでは消え、浮かんで

は消え、一体何故、古典的訳読法を除 く大部分の教授法が、日本人の英語学習において定着を

見なかったのであろうか。

1808年(文 化5年)に 英国軍艦Phaeton号 が不法入港 し、薪水食料を強奪 した。幕府はこ

れに大 きな衝激を受け、翌年よ り長崎のオラソダ通詞に命 じ、蘭語に加えて英語を研修 させ

た。これが我が国の英語学習の始まりである。開国の際、日米交渉の通訳として活躍 し、その

後幕末、明治初年において英和辞典の編纂 に功績のあったのは、堀達之助、柴田昌吉であっ

た。開国と共に、英語研究の中心は、江戸に移 った。外国語の必要を痛感 した幕府は、安政3

年、蛮書調所を設け、 これは後に開成所 と改称 され、外国語学校 となったが、これに前後 し

て、文久2年 に大成 した 「英和対訳袖珍辞書」(堀 達之助 ・主幹)を 初めとして、米人宣教師

J.C.Hepburnの 「和英語林大成」(慶 応3年)、 小幡篤次郎の 「英文熟語集」(慶 応4年)

等の貢献 があった。 また万延元年に中浜万次郎、福沢諭吉が初 めて持 ち帰 ったとされ る

Websterの 辞書なども多大の助力となった。

明治初年には、早 くも英語の研究の中心的活動は2つ に分かれていた。1つ は、明治新政府

が、幕府の開成所を引き継ぎ、"開 政学校"(東 大の源流)と 改称 して拡充 した官立学校であ

る。いま1つ は、福沢の慶応議塾を始めとする相当数の英語の私塾であった。前者は外国人を

教師として雇い、DirectMethod12)で 授業を行った。当時はこれを 「正則」と呼んだ。後者は

Grammar-TranslationMethod13)を 用い、主に読んで訳すを授業の大半の活動 とした。これ

を 「変則」と称 していた。この 「正則」 と 「変則」は明治15年 頃まで続いた。 「正則」に学ん

だ うちか ら、岡倉天心、新渡戸稲三、内村鑑三 といった 「聴 く」、 「話す」、 「読む」、 「書

く」、いずれにも長 じた英語の大家を輩出した。

明治20年 頃には、 日本に居留 していた外国人たちは次々と日本を離れ、東京開成学校の教師

も殆ど日本人によって占められたのであった。

以上から、"お 雇い外国人"が 日本の地にあって 日本人の英語教育に貢献 した当時に比 し

て、古典的訳読法が、事実上主流を占めて今日に至っている理由が、自ずと推察されるのであ

る。第1に 、古典的訳読法は、寺小屋時代よりもまだずっと以前から、 「学ぶ」は 「まねぶ」

であり 「真似 る」 ことであるとした日本人の純朴で真摯な本性に抵抗なく浸透 していった。そ

してその効力を信 じて疑わない学習形態は、 「外国人は偉いんだ」(特 に外国人恩師たちを指

したが、.今日ではそれが、通念となって しまった)或 は 「高い教養 と文化を持っている」とい

った誤謬を生み出したのである。第2に 、4世 紀に入った儒教、6世 紀に伝来 した仏教の解読

と咀囎の古から、取 り分け明治以来、英読学習の目的は、書物を通 じて西欧の文化を吸収する

事であった。従って、漢書を読むように、英書を読んだ。そして翻訳する事が、1つ の歴史的

使命を果たしたことも先ず以て認めなければならないであろう。第3に 、ゲルマソ語が分岐 し

て英語、蘭語、独語が成立 したといった言語学的事情を有 している事に比 して、日英両語は語

系を全 く異にしているため英語は、0部 の日本人を除いて、容易には受け入れられなかったと

言えよう。第4に 日本人は、"書 かれた言葉や文書"を"話 された言葉や約束"以 上に重んじ

るという傾向が強いという点である。

他にも理由が考えられるが、日本人と訳読法は、数百年の重みをもって微動だに しない存在

となったのである。筆者はある中学校での授業 を参観 した際、FriesのPatternPractice14)
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が実践 されているのを見た。教師の英問にサッと全員が反応 し、一糸乱れず手を挙げる学習者

が、まるで指揮者のタクトに従 うオーケス トラのようであった。 この、当時新 しく開発された

教授法に、感動と言うより身震いしたのを覚えている。結局、訳読法の辞書 とテキス トが、タ

クトに変わっただけだと思った。

また、筆者 自身の授業経験を思 い出す。 ある高校でi授業を行 った際、OralMethod15)

を試みた。筆者が実践後、学習者にアソケー ト調査を行ったところ、筆者の技術的手腕にも問

題があったのかもしれないが、新 しい方法よりも、訳読法に戻 してほ しいとい う大多数の要望

であった。学習者がこんなに保守的!と 驚かされた体験であった。PsychologicalMethod16)

にしても、G.D.M.17)に して もNaturalApproachに しても、 日本人学習者は、教授者が期待

する結果に一生懸命添 うように努力する場合が少なくない。それが1つ の日本人性であるのか

もしれないと思 うが。

近年のSilentWayは どうであっただろうか。筆者は、母校の教室でその方法を用いて授

業を行 ってみた。制限生徒数をはるかに超える45名教室であった。Fide1(色 分け発音表)が

よく見えない。Rod(積 木教具)が 分からない。結局、断念せざるを得なかった。C.L.L.,

Suggestopediaに ついてもデモソス トレーショソに参加 し、T.P.R.も 実践 してみたが、教師

側の負担が多すぎて、堪え切れないものであった。

将来において、どの教授法も、大 きなヒソ トになる事は確かではあるが、現在のところ、今

少 し日本人に馴染みにくく、やはり 「借 り物は借 り物」という印象を拭い切れないものであった。

以上、述べてきたように、これまでの英語学習の流れを見 ると、 日本食で育った日本の子供

たちに、洋食をいきなり当てがって、消化不良をおこさせてきた様 なものだったと言えるかも

しれない。人と人が、笑顔でコミュニケーシ ョソをす る時の喜びは誰もが知っている。だが、

教 授者にとっても、学習者にとっても適切 と思われる教授法、学習法に辿 り着 くのは簡単な道

のりではない。

次章では、現状打破の拠点 として、 日本人がお互いに認識 してお くべき事について考察を加

えることにする。

IV.日 本人の英語学習方法を考察するに当たっての基盤と共通認識の確認

前章で、 日本の英語教育に何故、古典的訳読法から脱出する新 しい教授法が定着 し難いかを

考察 した。また、教授法の行き詰ま り状態がまだ続いて居 り、私 たち日本人は、自分たち自

ら、英語教育を模索 してゆかねばならないこの時期に、1人1人 の日本人が、実態を認識する

必要があると思 うに至った。

本章では、そのための基盤となる共通の認識を取 り上げてゆきたいと思 う。例えば、

地球の情報空間が益々狭まるにつれ、人と人とが直接相対 し、コミュニケー トすることを

通 して、情報伝達 ・意思疎通を達成する機会が増えて来ている。 こう言った 「読む」「書 く」

はもとより、殊に 「聞 く」 「話す」といった コミュニケーショソ ・ルー トに必ず生ずると予

想されるのは、異文化間の思考(価 値観を含む)文 化的な、"見 えない壁"の 問題である18)。

左図(図1)に あるように、文化は、その文化に属する構

成員のものの考え方 ・価値観を、そ して、それ らは更に言語

使用の形式とその機能を規定する。従って、 「言い表わし方」

「受けとめ方」の背後に存在す るこれらの規定が、充分に了

解された時、は じめて言語使用は適切なcreativityを 発揮す

る19)。といった点が挙げられよう。
(図1)
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文化に規定される思考 ・価値観の違いが引 き起 こすtroubleに ついて考えてみよう。下記

の(表2)に あるように、低 レベルでのコミュニケーショソ・高 レベルでの情報交換いずれに

おいても、両者が根本的に何を一義的に考 え、何にさほど神経質、あるいは拘 らないか、何を

重要視し、何に無関心かを認識せずして、果た して、 コミュニケーシ ョソがスムースに運ぶで

あろうか。驚愕 したり、不愉快になった り、誤解が誤解を招 き、とんだ結果になるのではない

だろうか。

(表2)価 値 分 類 シ ス テ ム20)

価

個人主義

母性

社会階層

男らしさ

感謝

平穏

お金

謙遜

時間厳守

救済主義

カルマ
ー番

値

積極性(攻 撃性)

集団への責任

年長者への尊敬

若者の尊重

客へのもてなし

相続した財産

環境の尊重

肌の色

農耕地の神聖さ

女性の平等

人間の尊厳

能率

愛国的行為

宗教

権威主義

教育

率直さ

一義的

欧

黒東

欧東イア

黒イ東欧ア

東ア

東

欧ア黒

東

欧

欧

東

欧

欧黒

東アイ

東アイ

欧

東ア

東

東

東欧黒

東

欧

欧黒

欧

黒イア東

欧東イア東

東イア

欧黒

欧

二義的

黒

イ欧

黒

イ黒

黒

イ

黒 アイ

黒

イ

黒

イ

黒

黒

イア黒東

黒

黒ア

黒ア

イ

ア

東黒

東アイ

黒

欧

欧黒

東アイ

黒東イア

三義的

東

欧

脚

東

一
棟

ア東

欧

欧

欧

イ

ア

東イ

無関連

イ

イ

欧

ア

東黒ア

イ欧黒ア

東アイ

欧

欧

イ

イ

ア

黒イ欧

イ

凡例 欧=欧 米文化 アニアフリカ文化

東=東 洋文化 イ=イ スラム教文化

黒=・黒人文化
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さらに、表2の ペースにある文化的違和感についてはどうであろうか。神戸のカナディアソ

・アカデミィの妹尾道子先生の経験談に以下のようなものがあった。

国際学校で、いうなら"和"と"洋"の 狭間で生活 してみて…日本人と日本人以外、殊 に

欧米人 との間には違いがある事、またその違いを認識するのに、3つ の段階があることを知

りました。…第1は 「見て分かる違い」(食 べ物 ・宗教 ・身体的特徴など)第2は 「一緒に

いて(み て)分 かる違い…野道に咲いている草花を見た時、どちらも 「きれい」 と言葉にし

ます。 ところが、日本人はそのきれいな花を大事にしようとするが、彼 らは平気で踏みつけ

て通っていくのです。第3は 「考えて、観察 ・思索 してみて始めて分かる違い」の段階。…

日本人は 「背景から考え」 ようとす るのに対 し、彼らは 「何事でも正面か ら考える。」21)

と言う興味深いものである。

コミュニケーショソにおけるこれらの事例から 「言葉」以前の課題 として、 「パ トス」 「ロ

ゴス」を合わせ持つ日本人を育成する事、そ して、文化面と思考面をカ リキュラムを構成する

中で自然に教育す る事が、 「外」に対 しての重要な課題であろう。

日本人の学習法を考察する上で、 「内」なる共通認識は、どうであろうか%)。

(1)時 代の共時的観察

(2)日 本人性の観察

(3)学 習者の変貌

等が挙げられるのではないか。1つ1つ 見ると、

(1)目 まぐるしく揺れる諸外国の情勢をテレビや新聞で見聞 きし乍 ら、まるで平和な国一 ニ

ッポソでは学習に対する飢え、生活の危機感、 「言葉」を学ぶ事に対する緊迫感は殆どない。

(2)古 くからの日本人性の残存を思い知 るのは 「ほら真君、お外へ出ると怖いよ。」 とい う家

並から聞こえる母親の声である。

(3)ま だまだ、一般社会における日本人的な慣習が、社会に出てゆ く若者を縛 り付けようとす

るが、現代っ子は、個性を大切にし、ものの考え方にも柔軟性を持ち、関心のあるものや事

柄に対 してのみ著 しい精神的パワーを発揮する。

等、認識すべき事柄が見い出される。

以上の点を含みおいた上で、その中でも筆者が詳述を必要と考える"学 習者の特質 と変貌"

について、次章で更に検討詳述 したいと思う。

V.学 習者の変貌とその特質の検討

今の ところ、筆者 は次 の点 を指摘 したい と考 えてい る。

1)直 観 的判 断 と鋭 い感性23)。

2)学 習 を"遊 び"に して しま う24)。

3)良 い意 味での批判力が育 ちに くい25)。

4)伝 統 的 日本人性 を引 きず っている。

5)関 心 のあ るものには集 中す るが、概 して飽 きっぽい。

第1に 、マ ス、 メデ ィアを媒介 とす る情報 シャ ワーをふんだんに浴びてい る現代 っ子 は、莫

大 な情報の中で絶 えず緊張 に さらされ、 その 目ま く・る しい情報 の中か ら敏速 に必要 な ものを選

り分 け、処 理す る事 を求 め られ続 けてい る。 深刻 に考 え込 んだ り、 あ るいは1つ1つ の事柄

を、 じっ くり綿 密に分析 ・熟 考 してゆ くとい った緩慢 な思考形態 を時代の速度 は好 まない。 そ



66 奈 良 大 学 紀 要 第21号

ういった時代に育った彼 らに身い出される特徴は、論理的探求力や抽象的洞察力の欠如 と、こ

れまでの 日本人に見 られない迅速な 「直観的判断力」と 「鋭い感性の発達」 といった点に

あるといえる。そして、感性でもの事を処理す る習慣が生活行動の全体に反映 され、例えば、

学習面でも突き詰めて深 く考えようとしない、難解な問題や、手間の掛かる作業を回避iしたが

る、といった傾向が強 く、また 日常の言語行動 も、順次性や論理性に乏 しく、 「文法は苦手」

「英文解釈はうっとうしい」けれど、 「会話ならやってもいいかな?!」 といった表現に辿 り着 く。

第2に 、物質的豊かさに包まれている現代、望むもの、願 うことの殆どが、その物質的豊か

さの故に手に入る時代を生 きている彼 らは、昨日行 ってみたいと思ったロソドソに今 日は立 っ

ているといったような経験を通 して、生 きる事の 「重み」を感得で きない危険性にさらされて

いる。そ ういった経験の多 くが、彼 らの人生観や価値観に影響 しない筈はない。現実に、教育

現場に於ては、新 しいものや事柄に対す る順応性が極めて速 く、物怖 じしなくて、既成概念や

慣習に囚われない傾向が強い一方、地道な努力を避ける、学習をも遊び感覚に持ってゆきたが

る。この特徴は、指導の上で、活用可能であると思われる。

第3に 、国家的平和の中に安穏に暮 らしている現代、自分の信念や考えを押 し通 してゆく、

あるいは自ら闘って何かを勝ち取るといった闘争意識は後退 し、時代を動かすような大胆な野

心は持たず、対立や孤立を避け、同質性を求める意識が強 く、良い意味での批判力が育ち難い。

第4は 、 「言わぬが花」とか 「出る杭は打たれる」 といった古 くからの日本人的慣性を、ど

うしても無意識の うちに引 きずって生 きているという点である。これも、指導の上で工夫 しな

ければならない。

第5に 飽きっぽいとい う点である。今の学生に、語学の場合90分 授業が妥当かどうか。例え

ば、1つ の学習活動 につき20分 では、ノリが出て来ない。30分 だとダレる、居寝む りをし出

す。 じっと出来ない。筆者の体験上、25分 ではどうだろうかと思 う。

以上、検討 して来た点を意識 して現行の90分授業を工夫 して、さまざまな学習活動の実践に

挑戦 してみることにした。

VI.条 件にそった実践と結果及び学習者の反応

これ まで考察 して きた事柄 に留意 して、次 の ような試 案(a及 びb)を 立 て、本学 の学生 を

対象 に試 みた。(7ク ラ ス約350名)

(試 案a)講 読 の場合

⑦(1)Greeting/Warras.Up(5分)1isteningspeaking

(2)2人 な い し3人 のグルー。プを組 ませ る。用紙配布 。(3分)

(3)教授 者 が、 テキス トの範 囲を決 め、予習 して きた ノー トをも とに、 デ ィスカ ッシ ョソさ

せ乍 ら、文章 内容 をまとめさせ る。 ま とめ させた用紙は、次週 まで に教授者 が 目を通 し

訂正 ・コメソ トを付 け返却 す る。提 出前 に学 習者 自身 に評価 ・コメ ソ トを付 け させてお

く。(25分)reading

(4)テキ ス トをOra1で 全 員に読 ませ、質問 させ る。 ここで 、④ の学 習活動 のま とめ をす

る。(10分)(oral)reading

㊥(1)教 授 者の用意 した、 カー ド(物 語や新聞の記 事、会話等々)の 英文 を聞かせ る。(10分)

listening

(2)カー ドを全員 に配布 し、読 ませ、聞 き取 った英文 を確認 させ る。(15分)reading

(3)⑤カ ー ドを しまい何 が書 いてあ ったか、 ノー トに まとめ させ る。

⑤ カー ドをも とに 自分 の場 合や意見を ノー トに まとめ させ る。(10分)writing
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(4)先ず 、な るべ くノー トを見 ないで、各 グループ内で発表 させ る。(7分)speaking

(5)ク ラス全体 に対 して発表 させ る。(こ の際 も、 ノー トか らで きるだけ 目を離 して発表 さ

せる。)(10分)

(6)質問 とまとめ(5分)

speaking

listeningspeaking

(試 案b)LanguageLaboratoryを 使 って、

④(1)Greating/WarmUp(5分)1isteningspeaking

(2)Videoを 使 って今 日の学 習の全体 を把握 させ る。(10分)listening

(3)予め 予習 した テキス トの内容 をデ ィスカ ッシ ョソさせ、2人 あるいは3人 の グル ープで

紙 に まとめ させ る。各 グループで 自己採 点 させ る。 まとめた用紙 は次週 まで に教授者が

目を通 し、 コメソ トを付 けて返却す る。(25分)reading

(4)テー プで、内容 を聞 かせた後 ラソダム ・ペアでヘ ッ ドフ ォソを使 ってreadingを 行 わせ

る。次第 にテキス トか ら目を離 させて、対話 させ る。(15分)

speakinglisteningspeaking(以 上 テキス トを もとに)

㊥(1)ワ ー クブ ックに より、練 習問題 を行 わせる。(10分)

(2)i練習 問題 のdictationを 行 わせ る。(15分)listening

listening

writing

writing

(3)最後に時間の許す限 りvideoで 学習内容全体を確認 させ、まとめる。 また、英語でデ

ィスカッショソをグループ内で行わせる。(残 った時間)

語学学習にも"遊 び"の 世界があってよい。これまで述べて きた共通認識あるいは、現代 っ

子の特質等々から…また僅かな筆者の体験からそ うい う結論に至った。

この実践試案に目を通されて、 「なんだ、今までと大 して変わらない じゃないかという印象

を持たれた人もあるかもしれない。 しかし、その1つ1つ に理由がある。

(試 案aに ついて)

④(1)GreetingWarmUpの 大 きな発声 と他 の授業の雰 囲気 とは異 る開放性 を感 じ取 らせ る

事に よって、従来の 日本人性 か ら学 習者を解 き放す、"relaxation"を 実 現 す る。

(2×3)日本 人の得意 な集団主義 を容認 し、 ディスカ ッシ ョソによって相手 に意見 を理解 させ
b
た り、時 には相手 を説 き伏せ る努力 を させ る。 また 自分 の考 え を客観 的 に観察 させ乍

ら、 リラックス した雰囲気 の中で 、仲 間 どう しの間での批判 を受 け、活発 に コミュニケ

ー トす る鍛 錬を狙 う
。

(4)内容 の確認 を即座 に行 わせ、 じっ くり考 え させ る。

◎(1)彼 らは、listeningに は 強い関心 を示す。 しか し、飽 きて ぐった りす る程、浴 びせか け

てはな らない。

(2)学生 は、 自分の聞 き取 った内容 を一生 懸命確認 しよ うとす る。

(3)学生 は、 自分 の個性を出そ うとす る。 また、内容を即座 にまとめるのに真剣 になる。

(4)学生 に、い きな り発表 しろと言 って もシラけ るのが関の山だ。 まず、仲間 に自分 の考 え

を聞 いて も ら う。 同時 に他 人 の考 え を英 語 で聞 く。(speaking,1istening)楽 しそ う

に、照れ くさそ うに それで も生 き生 きと対話 してい る。

(5)学生 は、 自信 をつけた ところで、 クラス全体 に発表 してみ る。 「なんだ、 オ レもなかな

かいけ るじゃないか。 」 「自由に話 せ るって こんな に楽 しい のか。!」 と思 わず、 自己

発 見を体験す る。
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(6)質問があれば、質問をさせる。教授者が一応まとめをして、学習者は頭の中を整理する。

(試 案bに ついて)

④(1)試 案aと 同様 、L.L.教 案 の雰 囲気 に馴 染 ませ、relaxationを は か る。

(2)今 日の学習全体 を予め知 らせ る事 に よって安心感 を与 え ると同時に、 ビデオを楽 しく見

させ る。

(3)試案aの(2)及 び(3)に 同 じ。所要 時間は25分 以 上で も以下 で もない。

(4)ラ ソ ダム ・ペ アを組 んで、期待 と楽 しさで、会話を生 き生 きと行 ってい る。

㊥(1)学 生 は、 ワー クブ ックによ りwritingの 小 テス トをす る。 自己採 点 とコメソ トをつけ

させ る。質問を書 く場 もあ るので、集めて教授者は コメソ トを付 けて次の週に返却す る。

(2)dictationに よ り、writing,1isteningを 行 なわせ る。

(3)videoを 楽 しみ乍 ら、頭 の中を整理 させ、 まとめを させ る。

以上 のよ うに、緊張 一緩和 一緊張 一緩和を組み合わせ る中で、 ア ッとい う間 に(現 状の90分

授 業)を 終 えるよ うにす る。 しか も、雰囲気は常 に楽 しく明るい中で、それでいてrelaxation

を教 室全体 に拡 げてゆ く。 「聞 く」 「話す」 「読む」 「書 く」の4技 能の言語活動を網羅 して

お り、いずれの場合 も、speakingを ク ライマ ックス としてい る。そ して各活動 がいずれ も、

学習者 が主体 となって活動 しない と進 まない。訳読 も少 し変わ った形で導入 されて居 り、学生

に安心感 を与 え る。

以上 の授 業実践 に対す る学習考の声 をア ソケー トに より拾 ってみた。

(試案a)講 読 クラスの場 合(L.L.教 室 での授 業 も3回 取 り入 れた。)

※ 良か った点

o予 習をサボ る事 ので きない授業形式。1コ マの授業で、聞 き取 り、和訳、発音 など、多様

に こな してい ると思 う。

o… 語学 とい う授 業の性質上、お も しろ くない と思 いがちなと ころを、で きるだけ楽 しく学

べ る授 業に努力 されてい るのが よ く感 じ取 れ…

o今 まで聞 き取 りを あま りや らなかったので、 この期間 中に結構 力がついたよ うに思 う。堅

苦 しくない授 業で、 この授業 に出 るのはいやだなあ とい う感 じはあま りなかった。

o… 訳を共同作業です ることはいい ことだ と思 う。 自分 が しなければ、他人 に も迷惑 をかけ

るか ら必ず しな くてはな らないと思 うようにな るか らだ。 …

o… 友だ ちの スピー チや訳 を聞 いて い ると、様 々な考 えや表現 の仕方 があ ることが分 かって

有意義だ った。

※改良 してほ しい点

o授 業 とは別の話 も して ほ しい。(英 語学 ・音声学 ・英 米文学 ・英語発達史 な どの事 も含む

のだ ろ うと推察す る。)

oも う少 しテキス トの進む分量 を少 な くしてほ しい◎

oテ キス トを一回読み切 りの ものに してほ しい。

oビ デ オ を も う少 し見 た か っ た。 そ れ と今 よ り、 ち ょっ とだ け レベ ル ・ア ップ した

listeningやdictationを や りたい。

oLL.を もっ とや ってほ しい。 ど うして もlisteningが 弱 いので、 もっと聞 きたい。

oピ ア リソ グの コツなど も教 えてほ しい。
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(試案b)L.L.ク ラ スの場合

※良か った点

o楽 しか った し、英語 が好 きにな りそ う…

o英 語 を聞 くのに少 しは慣 れた。

o大 学 の授業 の中で一番速 く時間 が進 んでいる ような気 がす る。

oク ラスとい うか、授 業そ の ものが明 るか った。 …基 本的 に英語 は嫌 いだけ ど、L.L.の 授

業 はす ごく楽 しか った。

oマ イ クを通 じて話 をす る(ヘ ッ ドフォ ソを通 じての ラソダム ・ペ アの会話)の は良 いと思

う。英語 で話 し合 って もあま り抵抗 を感 じない。

※ 改良 してほ しい点

oも っと ピア リソグをハイ ・レベル の問題 に してみてほ しい。

oテ ープに吹 き込まれた話者のスピー ドを易から難へと慣 らしてほ しい。何度聞いても分からないと

腹 が立 つ。

oビ デオを もっと興味 を引 くもの に して ほ しい。

o会 話の ビデオの時、変 な 日本人が出て くるのは止 めてほ しい。 …

これ らの学生の声 を大切 に改良を加 えてゆ きた いと思 う。 と同時 に、学習 の一貫 性 とい う点

で 、 筆 者 は か つ て 、(小)中 ・高 ・大 学 の 英 語 の 学 び 方 の上 で 、Communicative

Acquisition(略 してCA)と 、LinguisticLearning(略 してLL)の 在 り方が根本的 に間違

ってい るのではないか と指摘 した事があ った%)。 これ まで、 「LL」 が 公教育の莫大な時間 を

費 して きた。例 えば、最初 の うち(小)中 学校 で 「CA」 に重点 を置 き乍 ら、楽 しい英語学習

'を してい る
。(特 に中学1年 当初)の が、学年 が進 むにつれて 「文法」、 「訳」 などがどんど

ん量を増 し、 「ついてゆけない」 「落 ち こぼれだ」 「英語なんか嫌い だ。」 に繋 がって、

そ の傾 向が ピー クに達 してい るのが、大学 入試 なので はなか ろ うか。い ざ大 学 に入 って み る

と、専門の場 合等そ うではない場 合 もあ るか もしれないが 「LL」 と い うよ り"訳 読"中 心 、

また会話 も"Goodmorning"、"Howareyou?"か ら再 び学 ぱされ る場合 があるよ うだ(図2)
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筆者が、理想に近いのではないかと考えているのは、(小)・ 中 ・高学習は、 「CA」 即

ち、聞いた り、話 した り(デ ィスカッショソやスピーチといったものも含む)、 それこそ"遊

び"の 中で、のびのびと英語を学ばせる。但 し、それは生活に密着 したもの、或はその他の教

科とも連動 した形で行い、学習者は、簡単な"ル ール"(文 法 と呼ばず"ル ール"と 呼びた

い。)は知るが、 「CA」 が 「LL」 よりずっと多い割合を占める(図3)鋤 のような学習方略である。

一般の中卒、高卒者といったいち早 く社会に出ようとする人たちにとっては、日常生活のコ

ミュニケーショソに役立つものを着実に身につけさせる必要があるのではなかろうか。

その意味で、今回の実践は飽 くまでもその 「過途期の応急処置」であると筆者は考えてい

る。学生と共に、率直に意見を言い合う中で、少 しずつ"理 想の英語学習"を 創造 してゆきた

いと考える。

W.お わ りに

筆者はこれまで、 「何故、外国の教授法が日本の英語学習の中に定着 してこなかったか。」

また、 「何故"今"教 授法なのか」、といった素朴な疑問について、真正面から考察して来た。

しかもまた、"教 育改革の波"に 乗って、語学学習 も、新たな成長を遂げる事を内か らも外

からも期待の目を向けられている今、なすべき事は、英語学習法の整備、その構築であると考える。

よって筆者は、今後言わぱ、目標を失い、1人 歩 きを始めた日本の英語学習の在 り方と行方

を見据え、過去の体験を振 り返 りつつ、将来に向けて、挑,,失 敗一反省一再挑戦一失敗一反

省といった"trialanderror"を 繰 り返 さねばならない事を覚悟の上で、真に 日本人学習者に適

した英語学習法の構築に向けてその模索を続けてゆきたいと考えている。それが"今"英 語教

師に課せられた大任ではないだろうか。
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[註]

1)Audio-Lingualism(経 験 主 義)

Theoretically,consciouslearningisnotanexplicitgoalofaudio-lingualism.Thegoal,

rather,istohavethestudentover-learnavarietyofpattternstobeuseddirectlyin

performance.Inpractice,however,audio-lingualteachingoftenresultsininductive

learning,thestudentattemptingtoworkoutaconsciousruleonthebasisofthedialogue

andpatternpractice,withtheexplanationsectionservingtoconfirmordisconfirmhis

guess.Thereisthusnoexplicitattempttorestrictlearningtorulesthatarelearnable,

portableandnotyetacquired,noristhereanyattempttoencourageruleuseonlyin

certainsituations.DespiteThefactthatpatternpracticeattemptstofocusstudentsoff

rules,therequirementofcompletecorrectnessprobablyencouragesMonitoruse'atall

times.

S.D.Krashen,Prin(ゆ 、めsandPractice加SecondLanguage/10(1厩5ノ ガo刀.

(NewYorkPergamonInstituteofEnglish,1985),P132.

Cognitive-codeTheory(理 想 主 義)

Cognitive-codeshouldprovidegreaterquantitiesofcomprehensibleinputthangrammar-translation

does,andhencemoreacquisition,butdoesnotcomeneartofulfillingthepotentialofthe

classroom.Asingrammar-translation,learningisoveremphasized.

Asisthecasewithgrammar-translation,theassumptionofcognitive-codeisthat

consciouslearningcanbeaccomplishedbyeveryone,thatall.rulesarelearnable,andthat

consciousknowledgeshouldbeavailableatalltimes.Wecanonlyconcludethatcognitive-code

encouragesover‐useoftheMonitor,unlessallrules"fadeaway"assoonasthestructures

becomeautomatic.",

乃 ゼ.,P134.

2)SilentWay

Gattegnouses"silence"forapurposewhichissomewhatdifferentfromthatofthe

extendedlisteningperiodemployedbyAsherandcolleagues.InGattegno'sapproachthe

silenceoftheteacherisaninducementforthestudentstotaketheinitiative.Theymust

experimentwith.thetargetlanguageinternallyatfirstandlaterovertly.Attheoutset,the

teacherprovidesamodelutterancewhichrefersinanobviouswaytoasmallrodselected

fromasetofrodswhichareusedtoprovideakindofpragmaticcontext.Theteacher

mayholdupthegreenrodandsay,"Arod"(inthetargetlanguage).Then,theteacher

mayadd,holdingupthesamerod,"Agreenrod."Then,theteachermaypickupared

oneandrepeattheprocedure."Arod."Pause."Aredrod."Aftersomemanageable

chunkofthetargetlanguagehasbeenpresented,theteacherremainssilentwhilethe

pressureforsomeoneofthestudentstofillthesilencegrowstoacrescendolevel.

Inevitablysomeonespeaksup,andiftheutteranceindicatessomeinitialcomprehensionand

appropriateness,theteacherreactswithnonverbalacknowledgmentandencouragesother

studentstofollowsuit.Ortheteachermayencouragefurtherattemptsuntilarecogni2able

facsimileoftheinitialutteranceisattained.Nextanewchunkoflanguageisintroduced,

andsoonitgoes.Thismethodhasoftenbeencriticizedas"strained,'artificia1,intimidating,"
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andthelike,butnoonewhohassubmittedtoit(and"submitted"istherightword)can

denythatitgeneratesanintenselevelofcognitiveactivity.Firstthestudentsareplaced

undertremendouspressuretofigureoutwhattheteacherhassaid(comprehension)and

subsequentlytorepeattheactofsayingitwithcomprehension-e.g,saying"agreenrod"

whenpointingtothegreenone.Thesilentwayinvitesteachersandstudentstoengagein

anintensecognitivewrestlingmatchwherecommunicativeuseofthetargetlanguageis

boththearenaand.thereward.

JohnW.011er,Jr.,etal.,MethodsthatWork(London:NewburyHousePublishers,

1983),P72.

3)CommunityLanguageLearning

Mechanically,theprocedureisuncomplicated:thelearners,seatedinaclosedcircle,

simplytalkwithoneanotherintheforeignlanguage,tape-recordwhattheysay,playit

back,writeitdown,andidentifyitscomponentparts.Theresourcepersonstandsoutside

thecircle.Noneofthesedetailsisessential,however.Theyaremerely.onemethodof

makingpossiblethecommunicationoutofwhichcommunitymaygrow.Thechief

immediatemotiveforcommunicationistheneedtobelong.-

Accordingtothedegreeofindependencethatthelearnershowsatagiventime,heis

saidtobe・inoneoffivestages.Intheinvestmentphase,astudentinStagelsaysaloud,

inhisnativelanguage,whateverhewantstosaytoanotherofthelearners.(lnthe

beginning,thesentencesshouldbekeptshort.)Theresourcepersonthenstandsbehind

thatlearnerand,speakingclosetothelearner'sear,suppliesthetranslation.Thestylein

whichthishelpisgivenisoneofthecrucialelementsoftheprocedure.Theresource

person'svoicemustsoundclear,butalsogentleandsupportive.Ifthelearnermakesan

errorsoseriousthatitmustbecorrected,theresourcepersonmaysupplythephrase

again,butinavoicethatistotallyfreeofdisapprovalorreproach.Thestudentholdsthe

microphoneofthetaperecorderandswitchesitonjustlongenoughtoputontotapehis

ownwordsintheforeignlanguage.Thenitissomeoneelse'sturntocontinuethe

conversation.

Astudentmayelecttosaythesentencefirstintheforeignlanguage,withoutwaitingfor

help,andthengivethenativelanguageequivalent.Wheneverhedoesso,heissaidtobe

inStage2.AstudentisinStage3whenhespeaksdirectlyintheforeignlanguage,

givinganative-languagetranslationonlyifsomeonerequestsit.InStage3,thelearneris

enjoyinghisnewlywonabilityinthelanguage,butbecomesannoyedordiscouragedifhe

iscorrectedoften.SinceastudentinStage3isstillmakingnumerouserrors,thisstageis

atryingtimefortheresourcepersonwhosenativelanguagesisbeingfrequentlydistorted.

InStage4,thelearnerhasdevelopedenoughsecuritysothathecanaccept,andeven

welcome,correctionsfromtheresourcepersonwithoutbeingthrownoffstride.Inthe

fifthandlaststage,thelearner'suseoftheforeignlanguageisbasicallycorrect,sothat

theresourcepersonisfreetosuggestnuancesofvocabularyandstructurewhichmakethe

learner'sspeechmoreelegantoridiomatic.

E.W.Stevick,MemoryMeaningandMethods,(Massachusetts:NewbunyHousePublishishers,

Inc.,1976),PP126-127.
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4)Suggestopedia

WhileIhaveattemptedtofittheSuggestopediasystem,asIunderstandit,intomy

schema,andhaveomittedmentionofseveralaspectsofSuggestopediaphilosophythatits

practitionerswouldundoubtedlyconsidertobeveryimportant,itappearsthatSuggestopedia

comesveryclosetocompletelymatchingtherequirementsforoptimalinput.Elementsthat

Lozanovmightconsidertoinvokehyper-orsupermemory,or ,that"desuggest"limitations,

are,inourterms,conditionsthatlowertheaffectivefilterandthatallowthesubconscious

languageacquisitionsystemtooperateatfull,ornearfullcapacityandefficiency.

Suggestopediaalsoseemstoputgrammarinitsproperplace.

Krashen,op.cit.,P142.

5)HumanisticApproach(以 下 の よ うな 共 通 点 を 持 つ 教 授 法)

1.Languageisonekindofinterpersonalbehavior,anditisintertwinedwithotherkinds

ofinterpersonalbehavior.

II.Thehumanmindlearnsnewbehaviorrapidlyatanyage,providedthelearnerisnot

busydefendinghimself.

m.Helpthestudenttostayincontactwiththelanguage(inthesenseofprincipleI).

IV.Helpthestudenttomaintainwholesomeattitudes.

V.Inpreparingmaterials,makeiteasyforteacherandstudentstofollowprinciples

I-N.

E.W.stevick,op.cit.,P135.

6)Ibid.,PP.159-160.

?)CommunicativeApproach(C.A.)

わ れ わ れ は 、 言 葉 に よ っ て 、 報 告 し た り、 質 問 した り、 依 頼 した り、 命 令 し た り 、 勧 誘 し た り 、 感 謝

し た り す る こ と が で き る 。 そ の 他 に も い ろ い ろ な 意 図 や 感 情 を 表 現 す る こ と が で き る。

こ と ば の 果 た す 、 こ の よ う な 伝 達 上 の 機 能(function)を 重 視 し て 、 も っ と直 接 的 に 、 学 習 者 が 伝 達

能 力(communicativecompetence)を 習 得 し、 実 際 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ が 行 え る よ う に 、 教 材 を

整 え 、 指 導 し よ う と い う 主 張 が あ る 。 こ れ をCommunicativeApproachま た はCommunicative

LanguageTeachingと 呼 ん で い る。

田 中 正 道 他 著 『伝 達 重 視 の 英 語 教 育 』(東 京:大 修 館,1985)P3.

8)NaturalApproach

TheNaturalApproachisdesignedtobeconsistentwithwhatisknownofMonitor

functioning.Theabsenceoferrorcorrectionintheclassroomisarecognitionthatthere

areconstraintsonwhentheconsciousgrammarisused:studentsareexpectedtoutilizethe

Monitoronlyathome,whentheyhavetime,whentheyarefocussedonform,andwhen

theyknow,orarelearning,arule.Attheuniversitylevel,grammarhomeworkis

assignedtoeveryone,butitisconceivablethattheNaturalApproachcanbeadaptedfor

variationsinMonitoruse,withvaryingamountsofhomework,ordifferenttypehomework

assignmentsforunder,oroptimalusers.Whilelittleexperimentationhasbeendonewith

children,SLAtheorypredictsthatyoungerchildrenwouldnotprofitfromgrammar

homework,whileolderchildrenwouldnotprofitfromgrammarhomework,whileolder

childrenandadolescentsmightbeabletohandlelimitedamounts.

Krashen,ρp.oπ りP140.
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9)S.D.Krashen&T.D.Terrel,TheNaturalApproach(SanFrancisco:Pergamon/

AlemanyPress,1983.)P.59.

10)TotalPhysicalResponse

SecondLanguageAcquisitiontheorypredictsthatTPRshouldresult'insubstantial

languageacquisition,andshouldnotencourageoveruseoftheconsciousMonitor.Theuse

ofTPRinsurestheactiveparticipationofstudents,helpstheteacherknowwhenutterances
l

areunderstood,andalsoprovidescontextstohelpstudentsunderstandthelanguagethey

hear.Itmayfailtocompletelysatisfytheinterestingrelevantrequirement,first,sinceitis

aclassroommethod,andsecond,becauseofconstraintsimposedbythecontinuoususeof

imperativesandthegrammaticalfocusoflessons.Itshould,however,dofarbetterthan

methodssuchasaudio-lingualandgrammar-translation.

Krashen,op. .clt.,P.142.

11)SelfAccessLearning

英 会 話 を 中 心 と す る 学 習 法 で 、2人 ず つ 学 習 者 が ペ ア に な っ てlistening及 びspeakingを 主k、

総 合 的 な 練 習 問 題 を 行 な う 。(筆 者 注 解)・

12)DirectMethod

Thisisoneofthemostwidelyknownmethodsandtheonethathascausedthemost

controversy.Itsmaincharacteristics'are:1。Theuseofeverydayvocabularyand

structure.2.Grammartaughtbysituation.3.Useofmanynewitemsinthesame

lessontomakethelanguagesoundnaturalandtoencouragenormalconversation.4.Oral

teachingofgrammarandvocabulary.5.Concretemeaningsthroughobjectlessons;

abstractonesthroughtheassociationofideas.6.Grammarillustratedthroughvisual

presentation.7.Extensiveliteningandimitationuntilformsbecomeautomatic.8.Most

oftheworkdoneinclass;moreclasshoursneededforthemethod.9.Thefirstfew

weeksdevoted ..topronunciation.10.Allreadingmatterfirstpresentedorally.

W.F.Mackey,LanguageTeachingAnalysis.(London:LongmanGroupLtd.,1965.)P.151.

13)Grammar-TranslationMethod.

Thisissimplyacombinationoftheactivitiesofgrammarandtranslation.Themain

featuresofthemethodareasfollows:The.grammarisanoutlineofformalgrammar.The

vocabularydependsonthetextsselected.Theteachingbeginswithrules,isolated

vocabularyitems,paradigmsandtranslation.Easyclassicsarethentranslated.Vocabulary.

isdividedintolistsofwordstobememorized;butthereislittlerelationshipbetweenthe

vocabularyofsuccessivelessons.Pronunciationeitherisnottaught,orislimitedtoafew

introductorynotes.Grammarrulesarememorizedasunits,whichoftenincludeillustrative

sentences.

Ibld.,P153.

14)PatternPractice

PatternPracticeど は 「練 習 に よ っ てPatternを 教 え る 方 法 」 あ る い は 「Patternを 教 え る た め の

練 習 」 と い う ほ ど の 意 味 で あ る。

従 来 もSentence-Patternを 教 え る 方 法 は い く ら も あ っ て 、"PatternPractice"と い う言 葉 こ そ

使 わ な か っ た が 、Ollendorff,Gouin,Berlitzな ど の 初 歩 の 教 科 書 は 、 い ず れ もSentence-Pattern

を 教 え る よ う に で き て お り 、PalmerのSubstitution-Table《 こ の 項 参 照 》 も や は り そ れ を 教 え る の'
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が 目的 で あ る。

石 橋 幸 太 郎 他 著 『英 語 教 授 法 事 典 』(東 京:開 拓 者,1966),PP134-135)

15)OralMethod

OralMethodと は 、 文 字 に よ らず 、 つ ま り、Oralworkだ け で 、 英 語 を 教 え る 方 法 で 、 そ の 目標

は 、 母 国語 を仲 介 と せず に、 外 国 語 とそ の 意 味 とを 、直 接 に結 び つ け る習 慣 を学 習 者 に作 っ てや る こ と

で あ るか ら、主 旨は、DirectMethodと 全 く同 じであ る。DirectMethodは 、 幅の広 い方法 であ るか ら、Oral

MethodもDirectMethodの 一部 分 と見 る こと がで き る。

石橋 幸 太 郎 他op。 《;lt.,P122.

16)PsychologicalMethod

ThisisalsorelatedtotheDirectMethod.Itisbasedonmentalvisualizationandthe

associationofideas.Someofitschiefcharacteristicsarethefollowing:Objects,diagrams,

pictures,andchartsareusedtohelptocreateamentalimageandtoconnectitwiththe

word.Vocabularyisarrangedintogroupsofshortidiomaticsentencesconnectedwiththe

subject.Onesuchgroupformsalesson.Lessonsarecollectedintochapters;several

chaptersformaseries.Teachingisatfirstexclusivelyora1;lateritisbasedpartlyonthe

book.Thevernacularisrarelyused,butissometimespermitted.Compositionis

introducedafterthefirstfewlessons.Grammarbeginsearly;reading,late.

Mackey,opcit.,P152

17)G.D.M.

GDM(TheGradedDirectMethod)

ハ ー バ ー ド大 学 の1.A.Richardsが 協 力 者 ギ ブ ス ソ女 史 と と もに 入 門 期 にお け る学 習 を 目標 に考 え 出

した もの で 、 そ の 特 徴 は 語 彙 の 制 限 に あ る。 制 限語 彙 の 選 別 にC.K.Ogdenと の共 著BasicEnglish

を 利 用 して い る。

[特 徴]

① 語 彙 を制 限(850のheadwords)し 、 これ を十 分 有 効 的 に 「使 い ま わ し」 す る。 学 習 す る語 彙 が

少 な い の で、 学 習 者 の注 意 力 は 「言 語 の運 用 面 」 に ふ り向 け られ る。

② 言 語 材 料 の配 列 は母 国 語 の 介 入 を ま った く許 さな い ほ ど科学 的 ・有 機 的 で あ る。

③ 視 覚 に うっ た えて 理 解 を 促進 させ る。

④ 母 国語 の使 用 は原 則 と して 認 め な い 。

田崎 清 忠 著 『英 語 教 育 理論 』(東 京:大 修 館,1978),PP199-200.

18)森 山宏美著 、"英 語 教育 の世界的 動向 と我 が 国にお け る最適 な方法 につ いて の一 考察"、(関 西教 育学会紀 要

第11巻,1987)P8.

19)Loc.cit.

20)萬 戸 克 憲 著 『国 際化 と英 語 科 教 育 』(東 京:大 修 館,1992)P39.

21)政 清 武 司著 『激 動 す る時代 に求 め られ る英 語 授 業 』(東 京:大 修 館,1992)P170.

22)国 外 に 向 けて の 日本 人 の顔 を 「外 」 と表 現 し、 日本人 自身 の 内面 的 な特 徴 や 変 貌 を 「内」 と表 現 して

い る。(筆 者 注 解)

23)森 山,op。Clt.,P5.

24)森 山,(～ρ.Clt。sP6.

25)森 山,op,Clt.,P7.

26)森 山 宏 美 著"英 語 教 育 に お け る コ ミュ ニ ケー シ ョソ の意 義 と課 題 意 思伝 達 活 動 の 実践 を あ ざ して

一" ,(甲 南女 子 大学 大 学 院 教 育 学 論 集 第6号,1986)P23.
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27)Krashenは"Acquisition"と"Learning"の ち が い を 次 の よ うに要 約 して い る。

TheAcquisition-LearningDistinction

acquisitionlearning

similartochild'sfirstlanguageacquisitionformalknowledgeoflanguage
"
pickingup"alanguage

subconscious

implicitknowledge

formalteachingdoesnothelp

"k
nowingabout"alanguage

conscious

explicitknowledge

formalteachinghelps

KrashenandTere11,0p.cit.,p.27.

Summary

Englisheducationhasbeenchangingwiththecurrentoftimes.Especiallynowweare

pushingreformofJapaneseeducation,Isn'titimportantforEnglisheducationhereafterto

makeanewstartforitsfurtherenrichmentanddevelopment?

Sothiswriter,inthisthesis,wantstotrytoconsiderthefollowingpointsfromthe

viewpointsofwhatmethodwillbepossibleforthepresentJapaneselearnersofEnglish:

(1)

{2)

(3)

)

)

4

凸

FO

(

(

TheformerchangesoftheforeignmethodsoflearningEnglish.

WhyhavealmostallthemethodsoflearningEnglishfailedtobecomefixedinJapan?

Confirmationofthebaseandthecommonrecognitioninconsideringamethodof

learningEnglishfortheJapanese.

Re-examinationofthechangesandcharacteristicsoftheJapaneselearnersofEnglish.

Thetrial,theresults,andthelesrners'responsetoit,alltheabove-mentionedpoints

from(1)to(4)considered.


